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せめて健康で快適に仕事ができる環境整備を！

人命より財政を優先させるのか？

労働安全衛生軽視は
許さない！

自治労県職労春季交渉で当局が回答した「労働安全衛生には意を用いる」約束を守れ！

職場環境は法律で守られています！

事務職場の職場環境を規定している「事務所衛生基準規則」は、労働安全衛生法の規定に基づき、同法を実施するために定められています。
第二条は、事業者は、労働者を常時就業させる室の気積を、労働者一人について、10㎥以上としなければならない。
第五条３は、事業者は、空気調和設備を設けている場合は、室の気温が１７度以上２８度以下及び相対湿度が４０パーセント以上７０パーセント以下になるように努めなければならない。
第十条は、事業者は、室の作業面の照度を、次の表の上（左）欄に掲げる作業の区分に応じて同表の下（右）欄に掲げる基準に適合させなければならない。
	作業の区分
	基準

	精密な作業
	３００ルクス以上

	普通の作業
	１５０ルクス以上

	粗な作業
	７０ルクス以上


と定められており、これを逸脱することは、労働安全衛生法令に違反する不適正で不正な「違法行為」に他なりません。

職場環境の点検活動を実施
自治労県職労は7月1日、当局に「節電対策に係る労働安全衛生の確保について」の申入れを行いました。今年も夏期の節電対策が行われていますが、職場における気温や湿度の上昇に伴い、健康被害が発生しないよう当局に誠実な対応を要請するためです。

これまでの間、夏期や冬期において職員から、「暑くて（または寒くて）体調が悪くなった。仕事に集中できないのでなんとかしてほしい。時間外にも冷暖房を入れてほしい。」といった労働環境の改善を求める声が組合にたくさん寄せられていました。

基本要求・春季交渉の中で、労働安全衛生の確立、職場環境の改善を当局に求めてきましたが、職場の実態を明確にするためには、職員の声だけでなく、執務室の温度や湿度を計測し、実測データを集めて当局に示すことが必要です。

そこで、自治労県職労は、当面、本庁職場の実態を把握するために、役員を中心に執務室の温度や湿度を計測する「職場環境の点検活動」を7月から実施しています。

「労働安全衛生には意を用いる」約束は？

去る8月23日のことです。自治労県職労の組合事務所でも気温や湿度を測定していますが、午前9時過ぎの時点で、気温は30℃を超え、湿度は74％を示していました。大変蒸し暑く、仕事に集中できる状態ではありませんでした。
それでも冷房が入らないので、労務給与課長に労働安全衛生基準を超えていることを伝え、「組合事務所でこんな状態なのだから、他の職場はもっと大変な状態になっている。」と、冷房を入れるよう求めたところ、「ここの部屋はみんな暑くないと言っている。担当課に話しはしてみるが・・・」という回答で、すぐに対応するという誠意ある返事ではありませんでした。

春季交渉で当局は、「空調について、労働安全衛生には意を用いる」と回答されましたが、その約束はどうなったのでしょうか？

新庁舎のある職場では、コピーのトナーがとけてしまい、使用不能の状態に。あわてて業者を呼びましたが、仕事が中断され、大変困ったという苦情も寄せられました。また、あまりの暑さに、課長やＧＬが課員に対して、「仕事に集中してほしい」と言いづらい職場もあったという情報が、組合員から寄せられました。
その後しばらくして冷房は入りましたが、これでは、労働安全衛生基準より財政を優先していると言われても仕方がないと考えます。職員が仕事をしやすい環境を整えるのは、使用者の責任です。

これからも自治労県職労は、職員が健康で快適に仕事が進められるよう、問題提起や課題の改善に向けた取組みをしていきます。

現場から悲痛な声が！
　自治労県職労の組合員アンケートでも、多くの意見が寄せられています。

・室内の温度が31℃で大変暑く、あせもができてしまう。

・昨年度組合からもらった熱中症予防カードは、「30℃要注意」を表示。健康を犠牲にする代償はいずれ大きいものになってしまうと思う。

・冷暖房の断続的な運転は、起動時に電力を要するために、かえって電力を消費することになる。

・適切な空調も県民サービスであることを認識すべき。来庁者から「ここは暑い」と苦情。
・執務室が30℃以上になってしまい、個人で買った扇風機などで対応しているのは問題。

・特に、来庁する高齢者や障害のある方に配慮すべき。「暗いですね」と言われる。暗くて危険な個所もある。

・人が倒れてからは遅いと思う。
・節電だけ意識が集中しており、来庁者やそこで働く職員の健康にはまったく留意されていない。


来年の退職者から無年金期間が生じることに対応した新再任用制度の制度設計については、本年1月の退職手当交渉時に「今年秋の平成26年度再任用職員募集開始に間に合うように」と確認しましたが、その後当局は具体的な提案をせず、本日からやっと交渉が開始されます。

自治労県職労の基本的な認識

・新再任用制度の策定については、本年1月の退職手当交渉時に、「退職後の生活が成り立つような制度設計について、交渉・協議を行う」ことを労使で確認しています。

・新再任用制度は、「定年延長」までの代替措置であり、雇用形態は別にして、賃金・労働条件については、60歳時の条件を基本的に継続させることが必要です。

・現行の再任用制度の特に賃金については、年金の一部支給を前提にその水準を決定してきた経緯を踏まえるべきです。

自治労県職労の求める新再任用制度

○賃金

・ 現行の行（１）3/4短時間再任用職員の生活資金は、賃金（177,150円）＋年金月額（約100,000円と仮定）≒280,000円です。

・ これが、新再任用制度における短時間再任用職員の賃金の目安となるべきです。

○諸手当

・ 晩婚化、少子化を踏まえて、扶養手当、住居手当等の諸手当は、現役と同様に支給すべきです。

・ 現行の一時金支給月数（2.10月）についても、年金との併給を踏まえた水準設定であり、年金の支給されない新制度については、現役と同様の支給月数とすべきです。

○対象者

・ 現行制度下で行政職員だけ運用されていない「定年前退職者の再任用」について、無年金化を踏まえ、希望者を雇用する運用を開始すべきです。

○勤務時間

・ 加齢による体力の低下や希望者が多いことを踏まえ、希望者全員を短時間雇用とできるよう、短時間再任用枠を確保すべきです。

○休暇

・ 例えば、再任用者の療養休暇は年間10日となっていますが、現役より少なくする根拠が不明です。勤務時間による割り落しはともかく、休暇制度についても現役と同様とすべきです。

○異　動

・ 雇用期間内あるいは更新時における異動については、「異動に応じなければ、来年度更新されないのでは？」という不安を払拭させるためにも、自治労県職労の基本要求交渉で確認したとおり、制度運用までに一定のルールを確立すべきです。

・ フルタイム新再任用から現行制度の3/4再任用への移行についてもルールを確立すべきです。

○共　済

・ 短時間再任用についても、共済加入が可能となるよう制度整備を進めるべきです。

早期退職制度の整備を
　早期退職制度については、退職手当の削減と同

時に国は、①対象年齢を現行の50歳以上を、45歳以上とする。②退職手当の上乗せを現行の年２％を、３％に引き上げる。などを主な内容として変更しました。

　1月の神奈川の退職手当交渉時に、「現段階でまだ詳細まで決まっていない。国の政令が出次第、国に遅れることなく、制度化に向けて話し合っていく。」ことを確認しています。

空母母港化40年・原子力空母ジョージ・

ワシントン横須賀基地母港化5年抗議

原子力空母配備撤回を求める全国集会に参加を！

〇日時：9月25日（水）18時から

〇会場：横須賀市・ヴェルニー公園



















































８月30日　県労連交渉を開始


新再任用制度の確立は待ったなし！


●当局は「退職後の生活が成り立つような制度設計」の約束を守れ！


●早期退職制度についても、「国に遅れることなく」が労使の動かしがたい合意事項！








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































